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第1　2010年10月14日付｢請求の趣旨再変更の申し立て｣に対する答弁

l r請求の趣旨｣に対する答弁

( 1 )原告の請求をいずれも棄却する｡

(2)訴訟費用は原告の負担とする｡

2　変更の理由に対する藩否

香草ないし争う｡

第2　原告準備書面(3) ｢第一,本件の本質は憲法第23条(学問の自由)逮

反｣に対する反論

1　原告は,本件において自らの学閥の自由が侵事されていると主張している｡

しかしながら,本件において,原告の学問研究の自由,研究発表の自由は何

ら制限されていないD
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本件書籍に記載されている事項について,原昔は自由に研究し,その成果を

自由に発表することができるのであり,被告らがこれを制限しているという事

実は一切存在しない｡

したがって,学問の自由が侵専されているという原告の主張は失当である｡

2　原告は,本件において自らの表現の自由が侵害されていると主張しているが,

かかる主張も失当である｡

本件書籍に記載されている見解に対し,原告は自由に反論･批判･論評等す

ることができるのであり,被告らがこれを制限しているという事実は一切存在

しないからである｡

3　原告は,本件において被告東京大学に国家勝借の義務があると主張している

が,同被告は国立大学法人であり,国立大学法人は国家賠償法1粂1項にいう

｢公共団体｣にはあたらないと解されるため,かかる主張も失当である｡

第3　被告らの主張

1　再三述べてきたとおり, ｢地球温暖化懐疑論批判｣ ｢はじめに｣ ｢本稿の目

的｣中の9項目の特徴についての記載は, ｢今なお人為的排出二酸化炭素温暖

化説の信頼性や温暖化問題の重要性に対して懐疑的あるいは否定的な蕎静には,

次のような特徴を持つものが多い｡ ｣と前置きした上で,日本あるいは世界に

存在している懐疑論的な考え方の一般的な僚向を記載したものであり,特定の

個人を念額に置いた記載ではない｡

学者が自説と異なる見解に反故し,その論拠を挙げることはあまりにも当然

のことであり,それなくして学問の発展はあり得ない｡

これを名誉敦也などと言っていたのでは,学問的な蔑論など不可能である｡

本件において名誉穀境は成立しない｡

2　被告ら準備書面(3) 2貢以下において, 9項目の特徴についての記載が前

提とする事実につき代表例を挙げたが,学問的･専門的な内容を含む具体例も

あったため,本準備書面では,より単純な具体例を追加的に述べる｡
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(1) r既存の知見や観軸データを誤解あるいは曲解している｣について

懐疑論の中には, ｢そもそも温噴化が起きているかどうかはわからな

い｡｣とする蔑論がある(乙1･11貢･蔑静3)｡

この議論臥　大気や海洋の世界平均温度の上昇,雪氷の広範囲にわたる融

解,世界平均海面水位の上昇が親軸されているにもかかわらず,かかる親測

データを誤解あるいは曲解するものである｡

(2) r定量的評価が進んできている事】割こ対して,定性的にとどまる言説を持

ち出して否定する｣について

懐疑論の中には, ｢温室効果ガスの主役は水蒸気である｡二酸化炭素が1

0 0ppm増えたところで,水蒸気温度の変動幅の範囲内であって,温暖化ガ

スとしての水蒸気による保温効果を大きく修正することにはならない｡ ｣と

する藩論がある(乙1 ･53貢･蔑論26) ｡

この蔑胎は,水蒸気を含む様々な温室効果ガスの寄与度が定量的に明らか

にされてきているにもかかわらず,水蒸気の温室効果が大きいことを根拠に

二敦化炭素の温室効果を否定するものである｡

(3) ｢問題となる現象の時間的および空間的なスケールを取り違えている｣に

ついて

懐疑論の中には, r人類社会にとっては寒冷化の方が問題である｣とする

愚論がある(乙1･64貢･蔑論31)｡

この態論は,数万年後に起こるとされている氷期の到来を念額におくもの

であるが.温暖化説が問題としているのは今後数百年の間の急激な温暖化で

あり,問題となる現象の時間的なスケールを取り違えている｡

以　上
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